
提

出

者

保

坂

展

人

平
成
十
二
年
十
一
月
二
十
日
提
出

質

問

第

三

八

号

保
育
所
の
保
護
者
会
（
父
母
会
）
の
育
成
と
尊
重
に
関
す
る
質
問
主
意
書

38



保
育
所
の
保
護
者
会
（
父
母
会
）
の
育
成
と
尊
重
に
関
す
る
質
問
主
意
書

厚
生
省
は
「
児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
」
（
厚
生
省
令
第
一
一
二
号
）
を
八
月
十
一
日
に
公
布

し
、
第
十
四
条
の
二
に
お
い
て
「
児
童
福
祉
施
設
は
、
そ
の
行
っ
た
処
遇
に
関
す
る
入
所
し
て
い
る
者
又
は
そ
の
保
護
者
等
か

ら
の
苦
情
に
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、
苦
情
を
受
け
付
け
る
た
め
の
窓
口
を
設
置
す
る
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
条
文
を
付
け
加
え
た
。
こ
れ
は
児
童
福
祉
施
設
に
お
い
て
利
用
者
と
そ
の
保
護
者
の
権
利
擁
護
の

た
め
に
適
切
な
措
置
を
取
る
手
段
と
し
て
評
価
で
き
る
。

利
用
者
の
権
利
侵
害
が
生
じ
た
場
合
に
、
当
該
児
童
福
祉
施
設
を
利
用
す
る
保
護
者
相
互
間
の
情
報
交
換
・
連
携
等
が
円
滑

に
は
か
ら
れ
て
い
れ
ば
、
軽
微
な
段
階
で
権
利
侵
害
事
象
が
判
明
し
、
重
大
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。

一
九
九
七
年
に
は
当
時
の
厚
生
省
保
育
課
長
が
「
保
育
所
に
対
し
て
も
の
を
言
い
づ
ら
い
と
い
う
お
母
さ
ん
方
、
保
護
者
の
声

も
あ
る
訳
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
例
え
ば
保
護
者
会
の
設
置
を
奨
励
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
検
討
い
た
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
一
方
で
一
部
の
認
可
私
立
保
育
所
や
公
立
保
育
所
に
お
い
て
、
保
護
者
会
や
父
母
会
な
ど
の
結
成
を
制
限
し
た

り
、
そ
の
活
動
を
妨
害
す
る
よ
う
な
事
例
が
存
在
す
る
。

一



ま
た
神
奈
川
県
大
和
市
の
託
児
施
設
で
虐
待
に
よ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る
死
亡
事
件
が
発
生
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
施
設
に
も
し

保
護
者
相
互
の
情
報
交
換
や
連
携
が
存
在
し
た
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
事
件
は
未
然
に
防
げ
た
可
能
性
も
あ
る
。

児
童
と
保
護
者
の
権
利
擁
護
と
児
童
福
祉
施
設
の
健
全
な
運
用
と
い
う
観
点
に
お
い
て
、
保
育
所
の
保
護
者
会
を
育
成
・
尊

重
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
、
以
下
質
問
す
る
。

一

認
可
保
育
所
の
保
護
者
会
（
父
母
会
）
に
関
す
る
厚
生
省
の
指
導
に
つ
い
て

（
�
）

保
育
所
に
お
い
て
保
護
者
会
（
ま
た
は
父
母
会
）
等
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
児
童
と
保
護
者
の
権
利
擁
護
と
児
童

福
祉
施
設
の
健
全
な
運
用
に
資
す
る
と
考
え
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
た
だ
し
た
い
。

（
�
）

一
部
の
保
育
所
に
お
い
て
、
保
護
者
会
（
ま
た
は
父
母
会
）
の
結
成
を
認
め
な
い
事
例
が
あ
る
こ
と
を
把
握
さ
れ

て
い
る
か
。

（
�
）

（
�
）
の
よ
う
な
事
例
が
あ
っ
た
場
合
、
厚
生
省
は
自
治
体
や
保
育
所
に
ど
の
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
か
。
ま
た

は
今
後
指
導
す
る
か
。

（
�
）

保
護
者
会
の
開
催
や
報
告
、
保
育
に
関
す
る
情
報
交
換
な
ど
に
資
す
る
目
的
で
保
護
者
等
が
文
書
を
配
布
す
る
場

合
に
は
、
施
設
は
便
宜
を
図
る
よ
う
指
導
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
方
針
を
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。

二



（
�
）

保
護
者
会
が
会
議
や
行
事
の
た
め
に
保
育
所
の
施
設
の
利
用
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
施
設
は
業
務
に
差
し
支
え

な
い
範
囲
で
便
宜
を
図
る
よ
う
指
導
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

（
�
）

小
中
学
校
な
ど
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
保
護
者
会
な
ど
の
結
成
を
制
限
さ
れ
た
と
い
う
よ
う
な
事
例
は
聞
い
た
こ

と
が
な
い
が
、
こ
れ
は
文
部
省
に
よ
る
通
知
（
昭
和
四
十
二
年
七
月
十
五
日
文
社
社
第
二
三
九
号
）
な
ど
で
「
父
母

と
先
生
の
会
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
の
目
的
は
『
児
童
生
徒
の
健
全
な
成
長
を
は
か
る
』
こ
と
に
あ
る
。
児
童
生
徒
の
健
全
な

成
長
を
は
か
る
た
め
に
は
、
学
校
と
家
庭
と
社
会
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
教
育
の
責
任
を
分
担
し
、
協
力
し
あ
う
こ
と
が

大
切
で
あ
る
が
、
と
く
に
児
童
生
徒
の
教
育
に
直
接
責
任
を
お
う
学
校
と
家
庭
の
協
力
体
制
が
必
要
で
あ
る
」
と
指

導
が
行
わ
れ
た
結
果
で
あ
る
。
厚
生
省
は
今
後
「
保
護
者
会
（
父
母
会
）
の
育
成
と
尊
重
」
を
は
か
る
通
知
を
出
す

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
答
弁
さ
れ
た
い
。

（
�
）

「
児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
」
（
厚
生
省
令
第
一
一
二
号
）
第
十
四
条
の
二
に
お
け

る
「
そ
の
保
護
者
等
」
に
保
護
者
会
は
含
ま
れ
る
か
。

二

認
可
外
の
保
育
施
設
・
託
児
所
に
お
け
る
保
護
者
の
苦
情
処
理
な
ど
に
つ
い
て

（
�
）

認
可
・
認
可
外
、
公
立
・
私
立
を
問
わ
ず
あ
ら
ゆ
る
児
童
福
祉
施
設
や
託
児
施
設
に
お
い
て
、
保
護
者
会
を
育
成

三



し
、
運
営
に
際
し
て
意
見
を
聴
取
し
、
活
動
を
尊
重
す
る
こ
と
は
児
童
の
権
利
擁
護
と
施
設
の
健
全
な
運
営
な
ど
の

面
で
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、
ど
う
受
け
と
め
る
か
。

（
�
）

「
児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
」
（
厚
生
省
令
第
一
一
二
号
）
第
十
四
条
の
二
に
お
け

る
苦
情
処
理
の
窓
口
設
置
は
、
認
可
外
の
保
育
施
設
・
託
児
所
に
は
適
応
さ
れ
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
施
設
に
つ
い

て
政
府
は
今
後
ど
の
よ
う
な
指
導
を
し
て
い
く
お
考
え
な
の
か
、
具
体
的
な
方
法
を
含
め
て
答
弁
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


